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研究成果の概要（和文）：一般住民疫学調査において、睡眠負債と睡眠時無呼吸症候群につき調査を行った。
785名の住民が参加をして下さり、541名が睡眠健診により、睡眠呼吸障害の有無・程度が判明した。日本におけ
る既報の研究結果よりもやや多くなっている可能性が考えられた。わが国の睡眠時無呼吸症候群の有病率を包括
的な健診成績を解析することで明らかにした。今後睡眠時無呼吸症候群の認知度を高めて、積極的に診断・治療
の介入が必要である。

研究成果の概要（英文）：Sleep debt and sleep apnea syndrome were investigated in an epidemiological 
survey of the general population. 785 residents participated in the survey, and 541 were received　
out of center sleep testing. The number of participants was considered to be slightly higher than 
that of previously reported studies in Japan. The prevalence of sleep apnea syndrome in Japan was 
clarified by analyzing the results of comprehensive health examinations. It is necessary to increase
 awareness of sleep apnea syndrome and to actively intervene in its diagnosis and treatment in the 
future.

研究分野： 睡眠医療
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  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
冠動脈の石灰化と睡眠時無呼吸症候群の関係を示唆する報告が散見されているが、地域一般住民においての関連
を検討した報告は日本においてはなく、本研究が初めての報告である。本研究にてわが国の睡眠時無呼吸症候群
の有病率が判明した。また、睡眠時無呼吸症候群における狭心症や心筋梗塞との関連が示唆された。また、本研
究で収集した40歳以上の地域一般住民における国際前立腺症状スコア、過活動膀胱症状スコアと冠動脈の石灰化
の関連を解析することで、排尿障害と動脈硬化の関連の同定に寄与すると考えられる。睡眠時無呼吸症候群の排
尿障害の解明にも役立つと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
Global Burden of Disease Study 2010 によると、世界で年間約 5300 万人が死亡しており、そ

の約 30%が冠動脈疾患・脳卒中などの動脈硬化性疾患によるものである[1]。わが国においても

動脈硬化性疾患は主な死因の一つであり、その頻度は約 25%である。わが国の動脈硬化性疾患

の年齢調整死亡率は、戦後大幅に減少したが、人口の高齢化とともに その絶対数は今後増加し

ていくものと推測される。さらなる動脈硬化性疾患の予防戦略を構築していくために、血圧・

糖尿病などの古典的危険因子の管理を徹底していくのみならず、予防に結びつけることのでき

る新たな危険因子の探索も必要である。 動脈硬化の病態本質は、血管の慢性炎症性疾患と考え

られており、抗炎症機序による予防が有効であることは推測されている。 

近年日本においても睡眠時無呼吸症候群(Sleep Apnea Syndrome: SAS)の罹患率が非常に高くな

っていると考えられている。SAS は、睡眠中に呼吸が止まったり止まりかけたりする病態から、

一過性の組織低酸素血症、酸化ストレスを来たすと考えられている。また、睡眠を妨げて日中の

眠気が出現し、交感神経の過緊張が起こりうる。これらの影響で高血圧、耐糖能障害、脂質異常

症、肥満、慢性腎臓病(Chronic Kidney Disease: CKD)になることが報告されている[2-6]。ま

た、SAS の疫学調査として、心房細動など調整しても 1.97 倍脳卒中にも関与し[7]、健康な方と

比較すると心血管イベントも 2.87 倍上昇することが報告されている[8]。しかしながら、日本の

一般住民対象の疫学調査として、客観的睡眠時間評価のアクチウォッチを用いたものはない。ま

た睡眠の質を見る 2 チャンネル以上の睡眠簡易型検査を用いた睡眠の量、質を同時に評価した

一般住民対象の国内疫学調査は未だ存在しない。また SAS と動脈硬化である冠動脈石灰化との

関連を詳細に検討した疫学研究は少ない。 

 
２．研究の目的 
一般住民を対象として、睡眠健診を実施し、SAS の有病率と、SAS と潜在性動脈硬化の関連性を
明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)対象  

福岡動脈硬化疫学研究(FESTA)は福岡県の地域一般住民を対象とした前向きコホート研究であ

る。2019 年 2月〜12 月に福岡県の特定健診受診者の中で FESTA 研究参加に同意した者のうち、

睡眠健診ならびに胸部 CT検査を受けた 109 名（男性:56 名、女性:53 名、男性:40 歳以上、女

性:60 歳以上）を対象とした。ベースライン調査では生活習慣に関する詳細な問診、身体測

定、インピーダンス法による体脂肪率測定、診察室血圧測定、血液・尿検査、携帯型活動量計

による活動量測定などに加えて、CT 検査による冠動脈および大動脈石灰化など潜在性動脈硬化

の検査が行われた。 

(2) 睡眠健診 

研究参加者から Watch PAT (Phillips 社)を用いて pAHI（睡眠ポリグラフ検査での AHI との相関

係数 0.91）を測定した。SAS 重症度は以下のように定義した：AHI5 未満 –SAS なし、AHI5 以上

15 未満 –SAS 軽症、AHI15 以上 –SAS 中等症－重症。 

(3)冠動脈石灰化  

冠動脈石灰化は、追跡調査時の胸部 CT 画像をもちいて評価した。CT値 130 以上、面積 1 平方

ミリメーター以上を石灰化病変と定義し、各石灰化病変について CT値及び面積で重みづけをし

て合計し、Agatston Score を算出した[9]。画像解析は、トレーニングされた研究者が標準化



された方法で行った。本研究では、Agatston Score 10 以上を冠動脈石灰化（CAC）と定義し

た。  

(4)統計解析  

ロジスティック回帰分析を行なった。統計ソフトには、SAS Version 9.4(SAS Institute, 

Cary, NC, USA)を用いた。  

 
４．研究成果 

(1)対象者背景（表 1） 

対象者 109 名の内訳は男性 56 名、女性 53名であり、平均年齢は 66.8±7.7 歳であった(男

性:40 歳以上、女性:60 歳以上) 。喫煙者は 9名(8%)、現在定期飲酒者は 74名(68%)、肥満者は

26 名(25%)であった。既往に高血圧のある者は 44名(42%)、脂質異常症のある者は 65 名

(63%)、糖尿病のあるものは 13 名(13%)であった。 

 

(2) SAS と冠動脈石灰化 

本研究で冠動脈石灰化と定義した Agatston score が 10 を超えるものは 59名で全体の 54％を

占めた。 

SAS 重症度と冠動脈石灰化との関連を検討した結果を表 2に示す。SAS なしは 23名（21.1％）、

SAS 軽症 52 名（47.7％）、SAS 中等症ー重症 34 名

（31.2％）であった。SAS ありは 78.9％に見られ、中

等症以上の SAS は 31.2％に見られた。 

SAS なしを基準とすると、無調整で SAS 軽症、SAS 中

等症ー重症は各々1.07、1.16（p for trend=0.78）で

あった。性、年齢、喫煙、飲酒、運動習慣、肥満、高

血圧症、糖尿病、脂質異常症を調整すると、SAS 軽症、

SAS 中等症ー重症は各々 1.25 、 1.36 （ p for 

trend=0.66）であった。SAS 重症度が冠動脈石灰化の

有病リスク上昇との間に有意な関連は示されなかっ

た。 

 

日本の一般住民における SAS と CAC との関連を検討した。SAS の重症度により冠動脈の石灰化の

割合が多くなる傾向があるかもしれなく、SAS と狭心症・心筋梗塞との関連が示唆された。しか

しながら、症例数がまだ少ないので統計的なパワー不足であり、今後さらに研究を進めて症例数

を増やして再度調査、解析する必要性があると考えられる。 

また、本研究では、日本における一般住民において、SAS の有病率、重症度を明らかにした。

日本における SAS の疫学データの蓄積により、世界の疫学データとの比較・検討が可能となり、

国際社会における日本の現状把握において、非常に重要な知見が今後得られると考えられる。 

　 

SRBD 
なし群  
(N=23) 

SRBD 
軽症群  
(N=52) 

SRBD 
中等症ー重症群 

(N=34) 

p trend 

CAC10  N (%) 12 (52%) 28 (54%) 19 (56%) 　 

HR (95%CI) 
1.00 

(Reference) 

1.07 
(0.40-2.86) 

1.16 
(0.40-3.36) 

0.78 

調整* HR (95%CI) 
1.00 

(Reference) 

1.25 
(0.38-4.13) 

1.36 
(0.36-5.15) 

0.66 

表 1. 対象者のベースライン特性 

年齢（平均±標準偏差） 66.8 ± 7.7 歳 

男性 56 名 (51%) 

喫煙 9 名 (8%) 

飲酒 74 名 (68%) 

肥満 26 名 (25%) 

高血圧 44 名 (42%) 

脂質異常症 65 名 (63%) 

糖尿病 13 名 (13%) 
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